


農林水産業への影響

人の健康への影響

【捕食】在来種をたべる

農林水産物を食べる 畑を踏み荒らす

毒を持っていて危険 人をかんだり、
刺したりする

生態系への影響

コラム1

イネだって外来種？！身近に利用されている外来種もある！
外来種による問題は、近代以降、国や地域をこえた人や物の動きが活発になることに伴い、深刻化しました。
現在、日本には海外から持ち込まれたものだけで2,000種以上の外来種がいるとされています。
ところで、実は私たちの主食であるお米、つまりイネももとをただせば縄文時代に日本に持ち込まれた外来種な
のです。私たちの生活を見渡すと、野菜（トマト、トウモロコシなど）、家畜（牛や豚など）など、利用されている
外来種はたくさんあります。私たちの社会の発展に大きく貢献したり、文化に浸透している外来種も多いのです。

在来種（もともとその地域に
いる生きもの）が追いやられる
など自然のバランスがくずれ
てしまうことがあります。

野菜や果物、漁業の対象とな
る生きもの（魚など）を食べた
りして、私たちの生活に影響
をあたえることがあります。

毒を持っていたり、かまれた
りすることにより、私たちの
健康に危険がおよぶことが
あります。
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けい 【競合】在来種の生息・生育
環境を奪ってしまったり、
餌の奪い合いをする

【遺伝的攪乱】近縁の在来種
と交雑して雑種をつくる

外来種は
どんな影響をあたえるの？

世界各地で、外来種がさまざまな問題を引き起こしています。日本でも外来種の問題は
とても深刻です。それではどのような問題が起きているのでしょうか？
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海外で問題をおこしている日本の生きもの
日本で外来種が問題となっているように、逆に日本から世界各地
に導入されることで問題をおこしている生きものもいます。
例えばクズは海外において、非常に高額な経済的損失を与えてい
ます。

世界各地で
繁茂している
クズ
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アメリカで深刻な
農業害虫となった
マメコガネ

アライグマ

オオクチバス

セアカゴケグモ

アルゼンチンアリ

グリーンアノール

オオハンゴンソウ

小笠原諸島、沖縄島などに侵入して
います。特に小笠原諸島では、オガ
サワラシジミなどそこにしかいない
希少な昆虫が食べられ、絶滅の危機
にさらされています。
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ペットとして飼われていたものが
捨てられ、全国の都市域から里地
里山を中心に広く定着しています。
在来種や農作物を食べたりして大き
な問題になっています。

里地 里山

日本中の湖沼や河川に侵入し、メダ
カなどの希少な魚や水生昆虫を食べ
て絶滅の危機に追いやったり、水産
業にも影響を出しています。

湖沼
全国の多くの湿原などで繁殖してい
ます。場所によっては在来種の生育
環境を奪うほどの大群落がつくられ
ています。

湿原

都市域
クモやアリなどの小さな生きもの
は貨物などに付着して意図せず運
ばれています。全国の港湾地域や、
更にそこから運ばれた都市域でも
発見が増えています。
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外来種はどこでどんな問題を
おこしているの？

日本は、国土は狭いのですが、その中にある環境はとても多様です。しかしいま、それ
ぞれの環境において、外来種による問題がおきています。特に日本のような長い年月をか
けて独自の生態系がかたちづくられてきた島国では、外来種の影響を受けやすいのです。

多様な環境での外来種問題の例
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奄美大島と沖縄のやんばる地域では、マングースの防除が行われています。
奄美大島には1979年ごろに持ち込まれた30頭が、2000年にはおよそ10,000
頭まで増え、小型の哺乳類を食べるなどにより、アマミノクロウサギなどの
その島にしかいない生きものの数が激減しました。
2000年から環境省や関係する自治体などによる本格的な防除が始り、2024
年9月には奄美大島におけるマングースの根絶を達成しました。
マングースの防除によりアマミノクロウサギなどの分布が回復してきている
ことが確認されています。






	外来種パネル_1_140324校了抽出データ1
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	外来種パネル_3_0324校了
	外来種パネル_4_140324校了 251110修正版
	外来種パネル_5_140324校了 210825修正版縮小
	外来種パネル_6_140324校了 210825修正版



